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主な出来事 

10/2 第 49 回高知居合道大会/第 24 回高知居合道女子大会       南国市 

    今年は参加者 800 名を超える大きな大会になり、男子の試合は 6 段の部まで 3 人制

試合方式が多く採用された。福岡県より 17 名が参戦した。全日本居合道大会目前の大

会となるため、参加選手の意気込みも独特のものが感じられる。試合結果、女子 5 段

の部で徳永靖子剣士が優勝、 
   女子 3 段の部で磯野美佐緒剣士が二位に入賞した。 
 

 

 

 

 

 

 

 

10/22 第 46 回全日本居合道大会                愛媛県松山市 

大会結果 五段の部 徳永靖子選手 一回戦 徳島県水野選手と対戦 ３-０で勝利 
              二回戦 千葉県池沢選手と対戦 １-２で惜敗 

（池沢選手は個人三位） 
      六段の部 世利慎吾選手 一回戦 富山県浅岡選手と対戦 ３-０で勝利 
                 二回戦 広島県桒原選手と対戦 ３-０で勝利 

はじめに 

第 46 回全日本居合道大会が１０月２２日、愛媛県松山市の愛媛武道館で開催された。全

国４７都道府県の選び抜かれた五，六，七段の 3 部門の代表選手は日頃鍛えた抜いた技前で

郷里の期待を担い、手に汗を握る激戦が繰り広げられた。 
本県も 6 月の県大会で候補選手を指名し、監督、コーチのもとで大会に向けて毎週日曜日

に厳しい錬盛会を重ねてきた。その結果、各選手が修練の成果を充分に発揮し、久方ぶりに

団体総合 4 位に輝いた。平成 1２年以来の上位入賞である。監督、コーチ、選手をはじめ選

手を縁の下で支えてくれた補欠選手、スタッフの皆さんのご支援、ご尽力のお陰と思います。

ほんとうに有難うございました。皆さんお疲れ様でした。4 年後には本県にて全日本大会が

開催されますが、この成果を足固めとして、さらに上を目指した稽古を部員一丸となって続

けて行き発展向上に努力しましょう。 

 

 
優勝戦を戦う徳永剣士 

 

 

 
優勝戦を戦う磯野剣士 

 



                 三回戦 静岡県松下選手と対戦 ３-０で勝利 
                 四回戦 岡山県直原選手と対戦 ３-０で勝利 
                準決勝戦 愛媛県宇都宮選手と対戦０-３で敗退 
                     （宇都宮選手は個人優勝） 
     七段の部 馬場清治選手 一回戦 不戦勝 
                 二回戦 山梨県島田選手と対戦 ２-１で勝利 
                 三回戦 愛媛県菊地選手と対戦 １-２で惜敗 
                     （菊地選手は個人優勝） 

 団体優勝 愛媛県 二位 神奈川県 三位 埼玉県 四位 福岡県 五位 静岡県 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 46 回全日本居合道大会 観戦記     －野田尚徳記－ 
 平成 23 年 10 月 22 日(土)、前夜からの雨も開会式までにはあがり、雲間からは太陽が覗く

天気となった。愛媛県松山市、愛媛県武道館において第 46 回全日本居合道大会が実施された。

我が福岡県代表は、堀江征男監督・小田信秋助監督が率いる馬場清治選手（七段の部）、世利

慎吾選手（六段の部）、徳永靖子選手（五段の部）の三名が出場した。審判長より指定技は 2
本目（後）6 本目（諸手突き）10 本目（四方切）が発表され試合が開始された。五段の部、

徳永選手の初戦は昨年、力が入ってしまった古流では慎重さが見られたが、制定居合に入る

と持ち前の勢いが出始め、ついに念願の初戦突破を果たした。2 回戦は、初戦より伸び伸びと

した試合となったが千葉県の池沢選手に２-１の僅差で惜敗した。六段の部、昨年優勝の世利

選手はプレッシャーのかかる中、初戦こそ硬さが見られたものの、以後持ち前の迫力がよみ

がえり順調に勝ち上がり、準決勝に進出するも地元愛媛県の宇都宮選手に敗れた。七段の部、

2 回戦を勝ち抜いた馬場選手は 3 回戦に地元愛媛県の菊地選手と手に汗握る戦いを展開し２-
１の僅差で敗れた。大会の結果は団体の部では、愛媛県が優勝、第二位が神奈川県、第三位

が埼玉県で福岡県は埼玉県と 1.01 差で第四位であった。閉会式終了後、堀江監督は無事終わ

った事と昨年より順位が上がったことでホッとした表情を見せておられた。小田助監督は安

堵の気持ちと歯がゆい気持ちのまざったような複雑な表情が印象的であった。                    

11・12･1 月の予定 
   11/12(土） 剣道･居合道･杖道教士称号筆記試験          大濠会館 
   11/19(土) 居合道段位審査会（6･7 段）              東京都 
    12/11(日) 居合道部錬成会 級審査会            かすやドーム 
    1/22(日) 初稽古会・理事会                 福岡武道館 

  


